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　本書はアメリカ植艮地期におけるフィリピン覇業の展

開過程を，製糖業資本の勃興と地主創の発展を主題とし

て論じた研究である。戦前期の，アメリカ植露地期の操

業に視点を据えて構造分析を行なった著者の問題意識は，

今臼のブイリどン残業の構造酌特質が戦蔚期とくに車回．

大不況期に基本的に形成されたと考える点にある。すな

わち，現代フィリピン糖業のもつ構造的矛盾・一一資本・

土地の高度の集中・集積に現われた寡占的欝造，それと

衷裏一体の関係にある低生塵力水準。経営合理化の遅滞

一といった恵のが，1930年代の大不況期にアメリカに

よって導入された割当制慶と無蘭税輸禺量の賦課によっ

て基本的にもたらされたと考えているのである．そうし

た問題意識に立っていることから，本書のうちの最も中

核酌部分は，割当制度とその制度下に躍かれた大不況期

フィサピン三業の生蓬形態を分析内容とする第3部第6

章に置かれている・さらにこれらを理解するための前史

として，第1部「製糖業資本の勃興」では，フィリピン

糖業の歴史酌形成過程が論ぜられ，第2部「地主制と賞

簾アシ凱ンダの発展」では，フィリピンに特有の分糖法

の下において地虫制と甘蕉アシエンダがどのような展驕

をみせたかが，ネグロス島乏ルソン島の2大砂糖生藍地

域別に論ぜられている．本書は以上のような内容が3部

7章という構成の下で論述され，その他に序論と要約結

論が付されている．それぞれの章はいずれ感ずでに紀要

や学界誌等に個別に発表され，たものであり，それを3部

に分類して配列したのが本書である．

　輸出藍業としてフィリどン糖業が成立したのは19徴

紀後半であり，その主要契機となったのは1834年のマ
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轟ラ開港であった．この結果，フィリピンは資本主義的

世界市揚の一環に組みこまれ，甘簾をはじめマ轟ラ麻，

タバ”など一次慶晶の輸出国に転じていった・輸繊作物

生産の発展は，一方で地主魑の潮頭をうながし，華人系

やスペイン系メスティーソ，カトリック修道会による土

地所有の集中とアシエンダの形成が進んだ．だが，19

世紀後単磁における糖業は含蜜糖生産であって，フィリ

ピンにおける近代的糖業展開の画期をなしたのは2◎世

紀10年代から20年代における分蜜糖生産の製糖工場確

立期である．1910年掛末から工事設立のブームが発生

するが，この契機となったのは1909年，13年の対米自

由貿易関係の設定であった．その後，対米輸揖を員指す

アメリカ系資本の進出につづき，スペイ、ン系，フィリピ

ン系の商人・蔦利貸や地主による製糖業界への参入が開

始された．フィリどン系製糖工揚の設立にはフィリピン

團立銀行（PN励の融資がきわめて大きな役割を果たし，

鍛も重要な「バンク。セントラル」を形成した．

　ところで，フィリピンでは薩：営プランテーション方式

をとる製糖工揚はきわめて少なく，ほとんどの製糖工揚

が地主ないし借地人プランター経営の寸断農園から原料

血縁の視供を受け，生産された砂糖を工業・プランター

聞で一定の比率で分配し合う分糖法が行なわれた．1910

年代から20年代はフィリピン糖業の対米従属的再編成

期であるとともに，製糖工事とプランターの分良法関

係（「協問経営者」的関係）が形成された時期でもあった・

　1929年にはじまる大恐慌以降，アメリカの砂糖政策の

変更が生じ，34年のジ日一ンズ・コスチガン法および

問年のタ。マ法の劇定により，フィリピンの対米無関税

輸出割当量は年閥100万シ厨一｝トン前後に制隈された．

この結果，、フィリピンの砂糖輸出構造の対米従属的硬直

化がはじまり，またフィリピン国内に曵ける製糖工場・

甘庶農場別生産舗心算度の醇入は糖業への新規参入を阻

止し，糖価下落下において弱小工楊・農揚の整理淘汰と

生産の寡志的構造を強化した．また一部有力地主への土

地の著しい藥申が生じた．このようにして有名家族から

なる「砂糖貴族」と一大政治勢力としてのF砂糖ブロッ

ク」が形成されたのである．だが，こうした特権的・塞

頭支配グループを頂点として，その厩辺には大不況期の

糖価下落・当国の影響下に貧困にあえぐ膨大な数の小作

農や工揚・農業勢働者層の滞留がみられ，これが3Q年

代後期から40年代にかけて高揚した労働養・農民争議

の背景となった．

　1930年代割当翻疲灘入に伴う輸嵩量の固定化，国内資

本家罵による製糖業の寡占的支配，地主層への土地藥中，
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農村における小作農層や土地なし労働者の滞留といった

現象は戦後1の独立後もそのまま引き継がれ，たのであり，

その鷺味でこうした構造酌特質の「原型」を生み心した

戦前期とくに30年代の実態に縛別の閣心が払われるの

である．

　以上が本書の主な内容であるが，全文450頁余にわた

り，フィリピン國内はもとよりアメリカの大学浄書館，

公文書館まで含めてきわめて数多くの機閾から稀少な一

次的資料・文献類が精力的に収藥され，これらの分析を

通じてきわめて精窃な議論が展開されている．そのうち

で竜とくにアメリカ領有以降における修道会所有地払下

聞題にからむアメリカ系製糖工揚設立の経緯，34年以降

の割食篭墜下に進行した製糖工揚の團籍別資本系矧ヒの

婁態，またコ篭ンウェルス勢働省の未刊行資料r農村実

態調査報皆』を利用しでの野焼察態の紹介部分などは本

：書のうちで恵圧巻であり，陣場による資料発掘の努：カは

高く評価されよう．

　ところで，著者輿身が断っているように，本書の主要

テーマが全期（製糖業および骨簾作経営）の雪質構造とな

っているところがら，生母と密接不可分の関係にある流

通部門（國内および輪繊部門を’含むうについてはふれ’られ

ていない。操業の霧i占的構造は流通都門といかなる関係

にあるのか，またその翻籍的性格などは地業部門と漣い

があったのかどうか，で登ればこうした点にもある程度

ふれてほしかった・また，すでに述べたように，本書は

個洌テー㌣についての既発蓑論文を編集した竜のである

ことから，全体的体系性という点でやや欠1ナているよう

な感じがある．30年代後期の野農i塵i助の展關を扱ワた

部分などはそれまでの文脈からすると，麿突な感じがし

ないで辱ない。

　ζこで若干の疑問点を提示しておきたい。著者は30

年代不況期における糖業労働力の存在形態を第7章で分

析する．その適合の分析は糟紅鱒点についての薄煙的分

析に止まり，縛輝輝的変化が扱われていない．その点に

ついて，著者は不況が労働暑の生活に与えた影響につい

ては，資料の劉約から論ずることがで，港ないと断わって

いるが，大不況期に簸璽：点を置いた研究としてはやはり

唇の足りない感じがする・30年代末期からの欝農選動

の高揚を扱った箇所が唐突と感ぜられる所以である．大

不況期における糖価の下落，破綻がしばしば述べられて

いるが，そもそも糖価はどのような動きをしたのであろ

うか．野働者の賃金や重織費，負債などについての時系

列的指標が得られないとしても，糖価の動きについては

資料が得られたのではなかろうか，
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　戦後フィリピン難業の調理鮒特質が30年代の大不況

期に形成されたとするならば，この大不況の実態，指標

をある程度示すことがやはり必要のように思われる．こ

の疑問はとくに以下の事婁と関連する．1929年にはじ

まる撮界大恐慌の影響はいずれの国においても30年代

前半に最も潔i刻なものがあったのであり，フィリピンで

竜2◎年代後半と3⑪年代前半を対比すると，主要一次産

最である駆プラ，ロ諏ナット油，タバコ，マ汽ラ麻製晶

の場合馬喰町，輸鵡価額とも激落している，だが，砂

糖についてはその動きが異なる．砂糖め生産量，輸出量，

隅価額は30年代前帯にはいずれ竜激増しており，それ

らが低落するのは30無代後半になってからであるくV勘レ

depe肱s　a獄d　8aut玉＄ta，丁加8縦陣客鰯8（ゾ伽P観‘妙伽

君。碗。辮あ1977など奄参照）．飽の文献をみて庵，37年

ごろからはたしかに糖価の下落が著しくなっているが，

3◎年代前半はかならずしもそうでなかったようにみら

れる．このように他の一次産品と異なり，大不況の影響

が砂糖にだけ遅れて30年代後半に現われてきたとすれ

ば，その理由は一体なんであったのか．霧来の割盤制度

を見越した思惑約な一時的輸出現象というだけでなく，

いま少し鍵っこんだ分析がほしかったと思う．

　またルソン騰とネグロス鵬の’甘難解農圃が刈分小作謝

と賃労働約アシエンダ経営という対照的形態を生んだの

は，一方溝既葎の稠作地帯において分散的農揚形態をと

り，他方が乗開荒蕪地において新規農揚欝欝の形態をと

ったという事実にその理由を求めている．その点に異論

はないが，しかしノレソン島において分散的農場を統合化

する努力はなぜみられ’なかったのか，それはまったく不

可能だったのか，という疑問はいぜんとして残る．

　最後に，著者は339頁の注のなかで，カンルーバン砂

糖農園が日本企業＝松本製糖所に亮却されたとの新聞報

道のあったことを揃摘しているが，その事実はどうであ’

つたのか．松本敬之はその著『解方帝国論』（縦横社，

1918年）において南進論的主張を展開しているが，その

；著書中にフィリピンの松本製糖飯についての多数の写真

を掲げている．；除本による爾進論のi主張がフィリピンで

実践されたとすれば，それはいかなる経緯で消滅しでい

ったのか・この点も戦前期日本と東南アジアとの関わり

の観点からできれば知りたいところであった．

　ともあれ本書は糖業に限定されてはいるものの，フィ

リどン経済吏についてのわが團ではほとんど初めてとも

いえる本準率研究であって，今日のフィリピン糖業が薗

薗する経済的諸困難と政治支配のあり方を理解する上で

墓塞的知識を規供する嬉のである．　　　（滝川　勉）


